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研究成果の概要（和文）：研究者（作業療法士）は保育士向けのペアレント・トレーニング保育士版（ティーチ
ャー・トレーニング）を行い、その受講者をインストラクターとして養成した。作業療法士によるティーチャ
ー・トレーニングと、養成された保育士が行うティーチャー・トレーニングの効果を比較した結果、両方ともに
有意な効果が認められた。特に、対象児の「注意の問題」に関する行動は、実施前後で有意に改善された。

研究成果の概要（英文）：The researcher (occupational therapist) conducted a parent training for 
nursery teachers (teacher training) and trained the participants as instructors. The results of 
comparing the effects of teacher training by occupational therapists and teacher training conducted 
by trained childcare workers showed that both had significant effects. In particular, the behavior 
of the target children related to "attention problems" improved significantly before and after the 
implementation.

研究分野：作業療法

キーワード： 作業療法　発達障害　保育士

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
作業療法士が行うティーチャー・トレーニングは効果的であり、作業療法士によって養成された保育士もまた、
ティーチャー・トレーニングのインストラクターとして同等の効果を発揮することが示された。これは、保育士
が保育の現場で効果的なティーチャートレーニングを行えるようになることを意味し、発達障害の早期発見とそ
れ同時に早期支援を保育現場で開始できる地域づくりに貢献する可能性があることを示している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

近年、社会問題となっている子ども虐待、不登校、ひきこもりの背景には、発達障害が関連す
ることが少なくないことが明らかになっている。被虐待児の報告では、あいち小児保健医療総合
センターの子ども虐待専門外来を受診した被虐待児 1,036 名のうち自閉症スペクトラム（以下、
ASD）や注意欠陥多動性障害（以下、AD/HD）などの発達障害を有していた子どもは 53%に上
った 1)。不登校児に関しては、下関市の小児科医を受診した不登校児 79 名のうち 34 例（43.0%）
に発達障害が関与していた 2)との報告があり、宇都宮市教育センターは不登校をきたした発達面
で困難さを抱える子どもは小学生で 36％，中学生で 35％であった 3)と報告している。厚生労働
科学研究報告書には、ひきこもり 125 件中 41 件（32.8%）に ASD や知的障害などの発達障害
と診断された 4)とある。これらのケースは、ほとんどがこれまで未診断であり、療育や特別支援
教育を受けた経験のない子どもたちである。 

発達障害者支援法の施行以後、各自治体で早期発見の取り組みはされている 5)6)が、専門機関
や専門家による支援体制が十分に整えられない地域もあり、発達障害の早期発見・早期放置の現
状 7)も否めない。このような現状を踏まえ、作業療法士（以下、OT）である研究代表者は、長崎
県において発達障害の早期発見者になりうる保育所の保育士を対象とし、ペアレント・トレーニ
ング保育士版（以下、ティーチャー・トレーニング）を実施して効果を示し、子どもの生活の場
である保育所において支援が開始できる生活モデル型の発達支援を行う OT の役割を果たして
きた 8)。 

ペアレント・トレーニングとは、心理学の研究成果を活用した行動療法に基づき、不適切な行
動を減らし適切な行動を促すための心理社会的治療である。子どもの行動改善に効果があるこ
とが数多くの研究 9)10)により明らかにされている。実施形態は、1～2 名のインストラクターが
小集団の親を対象に行うペアレント・トレーニングが
主流になってきている（図 1）。研究代表者らは、この
ペアレント・トレーニングを、子どもにとって親と同
等の役割を担う保育士へ応用したのだ。 

このたび、研究フィールドを長崎県から群馬県へ移
し、OT によるティーチャー・トレーニングを用いた
間接的支援で発達障害の可能性のある子どもの行動
改善が示し、OT によるティーチャー・トレーニング
を受けた保育士自身をインストラクターとして養成
し、その保育士が他の保育士を対象としたティーチャ
ー・トレーニングを実施しても同じ効果が示せるのか
調査する。ティーチャー・トレーニングの質を維持し、
更なる普及を目指し、発達障害害の地域における早期 

支援体制づくりの実現へ展開していきたい。     図 1.ペアレント・トレーニング実施風景 

 

 

２．研究の目的 

 １）OT である研究代表者が保育士を対象としたティーチャー・トレーニングを 6 年 実施し、
その効果を発達障害の可能性のある子ども（対象児）1 名に対し①保育士へ質問紙「ASEBA

行動チェックリスト保育士用（C-TRF）」11)への記入を求め、②「気になる」行動に対する
保育士の主観を評価指標「カナダ作業遂行測定（COPM）」12)で測定し、改善するかを調査
する。 

２）OT によるティーチャー・トレーニングを受けた保育士が、他の保育士を対象としたティ
ーチャー・トレーニングを実施しても、子どもの行動が改善するかを同じ研究デザイン、同
じ効果測定法を用いて 1 年調査する。 

 

３．研究の方法 

   群馬県 B 市，C 市，D 市内の保育所等に在籍し、発達障害の可能性のある子どもを担当する保
育士を対象に、約半年にわたるティーチャー・トレーニングを実施した。効果測定には、①ペ
アレント・トレーニングの効果判定に国際的に使用され保育士等が回答することで標準化され
ている質問紙 C-TRF と、②対象者の対象児の「気になる」行動に対する「重要度」「遂行度」「満
足度」を 10 段階で評定測定する評価指標 COPM を用いた。 
 
研究 1: 
B 市においては 2017～2019 年の 3 年間（計 4回）、C 市においては 2019～2022 年の 4 年間（計

4 回）、D 市においては 2020～2023 年 3 年間（計 3 回）OT である研究代表者が実施しその効果に
ついて調査した。 
研究２： 



2023 年度は前年度までに OT によるティーチャー・トレーニングのインストラクター養成講座
を受けた C 市の保育士が計 2 回実施し、その効果について調査した。 
研究デザイン： 
 OT もしくは養成された保育士がティーチャー・トレーニングを実施する期間をティーチ
ャー・トレーニング実施期とし、その期の前後に約 1 月のベースライン期を設け、各期の前
後、すなわち、ベースライン前、実施期直前、実施期直後、ベースライン後の計 4 回効果測
定を行う（図２）。研究 1 と研究 2 のそれぞれの効果が同じか検討する。なお、各回の測定
値は、Wilcoxon の符号付順位検定により有意確率を算出し、5%未満を有意とした。 
 
 
       5 月        6 月               12 月        1 月 

       ←   ベースライン  →←ティーチャー・トレーニング実施期→←  ベースライン  → 

       

①②測定      ①②測定             ①②測定      ①②測定 

            図 2. 研究 1，研究 2 のデザイン 

 
実施内容：                   

ティーチャー・トレーニン          表 1. ティーチャー・トレーニング実施内容 
グは、1～2 名のインストラクターが 10 名程度
のグループに実施する、1 回 60～90 分、全 10
回を隔週で実施する、約半年にわたる参加的・
対話的学習である。各回のテーマに沿って学習
し、対象者はセッションに参加するだけでなく
毎回出されるホームワークを各保育所等にお
いて「気になる」行動を有する児へ実施する。
毎回、ホームワークの報告に基づき気づいたこ
とを話し合い、互いの頑張りを称賛し辛い場面
を共感し合う「グループの凝集性」を大切にし
ていく。このような対象者の安心と安全が保障
できる環境の下、児の行動と自分の対応や児の
行動に対する感じ方を客観視し、児の行動のと
らえ方を拡大し、ほめ方や指示の出し方等のス
キルを学び、すぐに現場で意識しながら実践し
振り返り、児に合った対応を見つけ、対象者が
確実に児を支援できる方法を身につけられる
プログラムである。 

 
 

４．研究成果 
１）対象者研究１および研究 2 の対象者と対象児は、それぞれ表 2,表 3 の通りである。 
 

表 2. 研究 1 の対象者と対象児 
       

研究１           研究２ 
保育士および幼稚園教諭       
 性別（女性/男性，％） 31/1 （96.88/3.13%）     6/0 （100/0%）  
 経験年数（平均±SD）   16.46±6.64         13.28±8.37 
対象児       
 性別（女児/男児，％）  8/24（25/75%）        2/4（33.33/66.67%） 
 年齢（平均±SD）  4.32±1.18          4.58±0.66 
 
 
            
２）C-TRF の結果 
研究 1 および研究 2 の C-TRF 下位指標「注意の問題」の平均値の推移は、それぞれ図 3,図 4

の通りである。どちらも、1 回目と４回目で有意に低下した（研究 1:P＝0.004，研究 2：P=0.042）。 
 
 
 
 
  

 内  容 ■ホームワーク 

１ オリエンテーション，子ども紹介 行動観察シート 

２ 子どもの行動の観察と理解 行動観察シート 

３ 子どもの行動へのよい注目の仕方 行動の３つの類型分けシート 

４ 類型分けシートのフィードバック 行動の３つの類型分けシート 

５ スペシャルタイムとプラスのほめ方 スペシャルタイム， 

ほめ方シート 

６ 

 

スペシャルタイムのフィードバック スペシャルタイム 

ほめ方シート 

７ 子どもが達成しやすい指示の出し方 指示反応シート 

８ 

 

トークン（ごほうび）システム 指示反応シート 

トークンシステム 

９ 全体のまとめと，修了式  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.「注意の問題」（OT 実施）推移      図 4.「注意の問題」（保育士実施）推移 
 

 
研究１および研究２の C-TRF の会指標「攻撃的行動」の平均値の推移は、それぞれ図 5,  図

6 の通りである。どちらも 2 回目と 4 回目（研究 1：P=0.033，研究 2：P=0.043）、１回目と 4 回
目（研究 1：P=0.005，研究 2：P=0.027）で有意に低下した。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 5.「攻撃的行動」（OT 実施）推移       図 6.「攻撃的行動」(保育士実施)推移     
 
 
３）COPM の結果 
 研究 1 および研究 2 の COPM の「遂行度」の平均値の推移はそれぞれ図 7，図 8 の通りである。
どちらも 2 回目と 3 回目で有意に向上した（研究 1：P=0.00，研究 2：P=0.046）。ただ、研究 1
のみ 1 回目と 2 回目での有意に向上した（P=0.001）。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 7.「遂行度」（OT 実施）推移       図 8.「遂行度」（保育士実施）推移 
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研究 1 および研究 2 の COPM の「満足度」の平均値の推移はそれぞれ図 9，図 10 の通りであ

る。どちらも 2 回目と 3 回目で有意に向上した（研究 1：P=0.000，研究 2：P=0.043）が、1 回
目と 2 回目でも有意に向上した（研究 1：P=0.045，研究 2：P=0.028）。また、研究 1 のみ 3回目
と 4 回目でも有意に向上した（P=0.032）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 9.「満足度」（OT 実施）推移       図 10.「満足度」（保育士実施）推移 
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